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	事業費総額
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	収支計算書の緑のセルの値

	助成金額
	14,820,000円
	収支計算書の赤のセルの値、千円未満は切捨

	助成金返還見込額
	0円
	（収支計算書の青のセルの値）


1.事業内容（実績。700文字以内）： 
1.一斉清掃活動
(1)時期：2019年5月～6月
(2)場所：福井県
(3)参加者：賛丼店約300
(4)内容：清掃イベント、ポイ捨て禁止呼びかけ
２.冊子作成・発行
(1)時期：2019年8月上旬
(2)参加者：県内約300店舗
(3)内容：ａ．ごみ特集項を載せた丼ぶり冊子発行（4万部）
(3)内容：ｂ．コンビニ店舗配布
３.PR

(1)時期：2019年8月2日～4日
(2)場所：福井駅前

(3)参加者：50,000人

(4)内容：福井テレビ主催イベントでのPR
４.イベント（オールプラスチックフリーの福丼県フェス）
(1)時期：2019年11月9、10日
(2)場所：県営陸上競技場その周辺
(3)参加者：10,000人（2日）
(4)内容：ａ．プラスチック容器やビニール袋を使用しないフェス
(4)内容：ｂ．海洋ゴミ問題に関するフォーラム・パネルディスカッション
５.アンケート

(1)時期：2019年5月・12月

(3)参加者：約400人
(4)内容：認知度・取組度等を計る
2.事業内容詳細：
※別途PRレポート添付
3.契約時事業目標の達成状況： 
【助成契約書記載の目標】
＜数値目標＞
１.
海ごみゼロウィーク前後期間（5月25日～6月9日）において、5箇所以上で延べ500人以上が参加するゴミ拾いイベントを開催する。実施模様は期間中、動画で放送する。
２．
通年（3月15日～10月31日）において、延べ10,000人以上（目標1の人数を含めて良い）が参加するゴミ拾いイベントを開催する。
＜その他＞
（1） 少しでも多くの消費者に「ポイ捨てしない」「リサイクルする」「プラゴミをなくしていく」という意識を持ってもらい、その意識と行動が海ゴミを減らし、海を守っていくことになるということに気づいてもらう。積極的に活動することで海のゴミ（主にプラスチック）を減らし、海洋生物や私たちの住みやすい環境を実現していく。
（2） 4月と12月の2回にわたり、約400人に対してアンケート調査を行い、福井県民の海ゴミゼロ活動への認知度・取組度への変化や、今後どういった活動をしていったら良いかなどの課題等を集計し数値化する。

（3） 福井県でも今はまだゴミ問題への意識が薄いように感じますが、海ゴミによる危機的現状を知ってもらい、プラスチック製品を使わない・リサイクルすることでゴミが減る・ポイ捨てしないことで環境が守られるという意識に変化させていくことで、プラスチックフリーが拡がり、ゴミのない街づくりができていくことを期待する。
（4） 継続的に海ゴミゼロへの取り組みを福井県民に周知させ、意識を持ってもらい、しっかりと行動につながるような活動を行いたい。
【目標の達成状況】
1.
・参加店舗約300、参加人数は約4,500人、ゴミ袋2100個となった。
・ごみ拾いの映像をニュースで放送（福井テレビ：8月7日）
2.

下記イベント内でごみ拾いを実施した。

・2019/5/3～4　わんぱくフェア ｉｎ 美浜・きいぱす　　参加人数：約400人　 ゴミ袋：170個
・2019/5/4～5　わんぱくフェア　ｉｎ ふくい健康の森  参加人数：約600人　　ゴミ袋：260個
・2019/8/2～4　ぺんたワイワイ夏まつり　　　　　　　　 参加人数：約5,000人　ゴミ袋：1900個
・2019/11/9～10　福丼県フェス　　　　　　　　　　　　　 参加人数：約5,000人　ゴミ袋：1300個
参加人数は計11,000人となった。
（1）（3）（4）
・海ゴミゼロウィーク時の一斉ゴミ拾い/主催イベント内でのゴミ拾いの実施
→様々な場所で多くの県民に参加していただき、ポイ捨てなどがあること・プラゴミが多いこと・リサイクルできるものがあること・一人一人の小さな行動でも変わることを感じてもらえた。
・福丼本4万部発刊
→海洋ゴミ問題の特集記事を8ページにわたり掲載した福丼本を4万部発刊・コンビニで無料配布した。ホテルやレンタカー店・道の駅にも設置し、県内だけでなく県外の人にも手に取ってもらえている。今でも各所から追加で欲しいとの要望があり、たくさんの方の目に触れていると実感している。
・福丼県フェス海洋ごみ問題に関するフォーラムの実施
→ゲスト3名を呼んで海洋ごみ問題に関する基調講演・パネルディスカッションを行った。来場者に海洋ゴミ問題について啓蒙できた。
・オールプラスチックフリーイベント福丼県フェスの実施
→丼容器には自然分解されるバガス容器を使用し、その他の容器・袋も全てプラスチック以外のオールプラスチックフリーイベント。初めての試みで、興味・関心を持ってもらえた。プラゴミを全く出さないことで海ゴミ問題に取り組んでいる趣旨をアピールできた。これからも続けていき、周知されると良い。
（2）下記の期間、海洋ゴミに関するアンケート調査を行った。
第1回アンケート　2019年5月22日（水）～28日（火）
第2回アンケート　2019年12月15日（日）～12月21日（土）
参加人数：福井テレビWEBクラブ会員約4万人の中から抽出した約400人
・海ゴミ問題に関しての認知度を計る全ての設問で、知っているという人の割合が増えた。
・自分にできることから始めるという意見が増えた。認知度・取組度ともにあがった。
4.事業実施によって得られた成果：
福丼県のノボリや冊子、イベントで啓蒙した「海ゴミ問題」は、県内行政はもとより実は県民の関心が非常に高いことに気づいたこと。
　その結果、多くの賛同者だけでなく福井県庁にも活動を認められて、環境政策課が主催する「環境フェア」への出展を依頼され、コラボした。
5.成功したこととその要因：
賛同者や賛同社、行政からも活動を認められたこと。要因はノボリや冊子、イベントで啓蒙し続けたこと。
福丼本は今でも各所から追加で置きたいとのお問い合わせが多く、反響が大きいと感じた。冊子を発刊した団体は他になかったとのご意見もいただき、大変意義のある作成物となった。
　福丼県フェスでは初の試みながら、充分な告知の効果もあり、プラゴミを全く出さないオールプラスチックフリーイベントとして成功した。　　　　　　
6.失敗したこととその要因：
2日間の福丼県フェスの際、2日目はスポーツフェスとの合同イベントとし大変にぎわっていたが、1日目は集客を図るためのイベントとしてのインパクトが足りず盛り上がりに欠けてしまったかもしれない。周知も薄く、思ったほど人が集まらなかった。内容としては海ゴミ問題を考えるフォーラムを行うなど素晴らしいものだっただけに勿体ない結果となった。
また、イベント当日、なぜ「CFB」の取り組みを実施しているかの啓蒙案内看板等が足りなかった。

7.活動を通じて明らかになった新たな課題と対応案：
2019年度はファミリー向け中心になりすぎて、若年層に訴求する活動が薄かったこと。2020年度はもっと若年層にもターゲットを広げた活動をしていきたい。


事業成果物及びURL：
【成果物の名称】
助成事業完了報告書　1部
冊子（令和元年版福丼本）4万部

ノボリ・ポスター各600枚
ＢＢボウル（土に埋めると3か月で自然分解されるプラスチックフリーの蓋つき器）　8,000個
オリジナル紙袋（OKAMOCHI）　　3,000枚
